
事業者名 開始期間 事業名 事業概要
1 廣瀬製紙株

式会社
H23.3～ 新型リチウムイオン2

次電池用ナノファイ
バーセパレータの開
発

ファイバーを用いた新型リチウムイオン２次電池用セパレータの開発を行
う。この開発により、安全性の高い高性能セパレータによる高性能蓄電池
の具現化が可能となる。

2 サンユレッ
ク株式会社

H23.3～ 白色ＬＥＤ用ポッティ
ング樹脂とその応用
ＬＥＤパッケージの開
発

平面配列したＬＥＤチップを、粘度調整された１液性シリコーン樹脂を用い
て、印刷やディスペンスといったポッティング工法でレンズ状に封止するこ
とにより、平面形状のＬＥＤ照明パッケージを低コストで製作する技術開発
を行う。そのための新しいシリコーン樹脂の開発と設備比較を含め、パッ
ケージ量産化技術を確立する。

3 常陽機械株
式会社

H23.3～ 半導体ワイヤボンド
非接触非破壊自動
検査装置の実用化
開発

ＩＣやＬＥＤの素子とリード間を接続するワイヤボンドの良否判定を瞬時に
検査することを実現するために、レーザー加熱時の温度変移の違いを利
用した非接触・非破壊のワイヤボンドテスターの開発を実施する。この開
発により、ＬＥＤ照明・省エネ家電等の信頼性向上が図れ、グリーン・イノ
ベーション推進に大いに貢献する事ができる。

4 日本山村硝
子株式会社

H23.3～ SiCパワーモジュー
ル用耐熱封止材の
研究開発

エネルギー損失を90％以上低減可能なSiCパワーモジュールは、次世代
の省エネ技術として注目されている。この技術に不可欠となる、高温下で
連続使用が可能な封止材の実現に向け、ハイブリッド材料技術を基盤とし
た耐熱材の研究開発を実施する。この開発により、電力消費量が削減さ
れ低炭素社会を実現することができる。

5 エスアイア
イ・ナノテク
ノロジー株
式会社

H23.3～ リチウムイオン電池
電極中金属異物の
インライン検出技術
の実用化

リチウムイオン二次電池を構成している電極・セパレータに含まれる金属
異物をインラインで検出するために、X線を利用した高速検出技術を開発
する。本技術を利用した全数検査により安全性・寿命を低下させる金属異
物を排除し、電気自動車やスマートグリッドでのリチウムイオン二次電池
の普及を促進する。

6 株式会社光
子発生技術
研究所

H23.3～ 製造ラインに設置可
能な小型・軽量・低コ
ストＥＢ滅菌・殺菌装
置の開発

製造ライン設置および可搬式での土壌・汚水等の滅菌が可能な小型滅
菌・殺菌装置を実現するために、独自の電子加速器マイクロトロン技術を
利用した大パワー・小型・軽量・低コストのＥＢ滅菌・殺菌装置を開発する。
この開発により、医療機器の滅菌、環境汚染の除去、食品の安全を確保
等の安全安心な社会づくりへの貢献が可能となる。

7 株式会社ア
ルバック

H23.3～ 結晶系太陽電池用
シリコン精製装置の
開発

結晶系太陽電池の普及拡大を実現するために、結晶系太陽電池基板の
原材料に使用するシリコンを精製する装置の開発を実施する。この開発に
より、安価に原材料シリコンを製造できるようになる。

8 東洋炭素株
式会社

H23.3～ 超高温耐熱TaCを用
いた自己循環型SiC
プロセス環境の実用
化

次世代半導体材料であるSiCのデバイス展開に向け、従来技術のボトル
ネックであった基板高温処理工程における熱損傷による品質劣化及びそ
の対策のために行われる加工処理によるプロセス複雑化を解決する。浸
炭TaC傾斜機能部材からなる準閉鎖空間を用いて革新的高温気相環境
創生技術の実用化を目的とする。

9 アイサンテ
クノロジー
株式会社

H23.3～ 高精度３次元仮想空
間を高速に再現する
モデリングソフトウェ
アの開発と販売

レーザスキャナ等の高精度3次元計測技術の普及は著しいが、膨大な
データ量や多数の構成物が混在したデータ解析の複雑さの為、高精度な
仮想空間生成には膨大な作業時間と熟練を要する。本事業は、3次元計
測技術で得られた三次元点群座標の精度を維持しながら高速に、必要な
仮想空間を再現するソフトウェアの開発を行う。

10 株式会社セ
ウテック

H23.3～ 複数周波数を用いた
電気探査による古
洞・地下水脈等の3
次元可視化技術の
実用化

水脈の位置や規模を高精度に測定する目的のために、複数周波数を用
いて探査し３次元可視化画像にて、正確な地圏情報取得が可能となる探
査解析技術の開発を実施する。この技術開発により、地圏における水や
鉱物資源の掘削等、資源エネルギ－問題を解決する重要な基盤技術とし
て期待できる。

11 株式会社サ
イベックコー
ポレーション

H23.3～ 二次電池用蓋の圧
力開放弁一体成形
加工による低コスト
化研究開発

電気自動車の動力源であるリチウムイオン電池には安全弁が装着されて
いる。この安全弁は蓋部と溶接するためコスト高の要因となっている。本
研究では部品の低コスト化を実現するために、超精密板鍛造技術で蓋と
安全弁を一体成形する開発を実施する。この開発により部品コストが下が
り電気自動車の低コスト化へ貢献できることになる。
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12 佐々木化学
薬品株式会
社

H23.3～ 表面処理剤の新規
の再生方法とその製
造装置に関する研
究開発

半導体・電気電子・自動車・機械装置・塗装表面加工分野などで、広く使
用されている表面処理剤のリサイクル化を実現する為に、使用済み表面
処理剤（廃液）中から金属成分を分離除去し、薬液をリサイクルする研究
開発を実施する。この社会的意義の高い研究開発によって、薬液リサイク
ルの実用化へと前進することになる。


